
場所 :  東北大学片平キャンパス さくらホール 2階会議室

日時 :  2020年2月21日 (金) 16:30 〜 18:00

東北大学言語学講演会

いま敬語に
おこっていること

椎名美智先生（法政大学文学部教授）

申し込み不要・入場無料 Admission Free 

お茶の水女子大学 文学部 文学科卒業後、エジンバラ大学
大学院 人文科学研究科 博士前期課程、ランカスター大学大
学院 Linguistics and Modern English Language研究科 博士後
期課程、放送大学人文科学研究科博士後期課程修了。M. Litt.
(エジンバラ大学)、Ph.D (Linguistics) (ランカスター大学)、学術博
士 (放送大学)。
ご専門はヨーロッパ文学および言語学。『歴史語用論入門:過

去のコミュニケーションを復元する』（大修館書店）、編著書に
『歴史語用論の世界―文法化・待遇表現・発話行為』（ひつじ書
房）など著書・論文多数。

～椎名美智（しいなみち）先生～

東北大学 片平キャンパス
さくらホール（地図E01） 2階会議室

仙台市青葉区片平2-1-1 市営バス東北大正門前 徒歩6分

お問合せ
東北大学大学院文学研究科言語学研究室
木山幸子 (Sachiko Kiyama)
📧 skiyama tohoku.ac.jp

——敬意はどこに向かっているのか？——

さくらホール

本講演では、いま目の前でおこっている敬語
の変化に注目します。取り上げるのは、従来の
敬語に新しく加わった丁重語と美化語、そして
「させていただく」「〜てさしあげる」という授受動
詞です。

• 丁重語と美化語において、敬意はどこに向
いているのか？

• 「させていただく」はよく使われているのに、
「〜てさしあげる」が使われなくなったのはな
ぜか？

コーパスと呼ばれる言語データの調査結果を
基にこれらの問いに答えながら、敬語変化の謎
を明らかにしていきます。

東北大学大学院文学研究科言語学研究室 主催

準備の都合上、簡単な質問にお答えいただけると
幸いです (任意)。右のQRコードから入力、また
は下記連絡先までご参加の旨をお知らせください。

📧tohokuling gmail.com FAX: 022-795-5983


